
宗
敏
の
就
會
的
表
現
に
就
い
て

宇
　
野
　
　
圓
　
空

745

　
　
　
　
　
　
　
回

　
宗
敏
の
就
會
的
見
解
帥
ち
宗
敢
は
本
質
的
．
に
公
典
的
行
事
で
あ
う
、
就
會
的
集
團
的
現
象
で
あ

る
と
い
ぶ
意
見
は
、
最
近
宗
敏
心
理
學
者
や
宗
敏
当
込
強
者
の
問
に
一
の
有
力
な
る
定
詮
と
な
っ

て
來
π
。
邸
ち
第
十
九
世
紀
以
來
敏
梅
主
義
に
反
抗
す
る
新
敏
紳
學
や
、
主
知
主
義
の
反
動
と
し

・
て
起
つ
π
浪
漫
附
宗
敏
哲
學
、
及
び
此
等
の
思
想
を
基
礎
と
し
て
居
る
宗
敏
心
理
學
は
、
宗
敏
を
ば

主
と
し
て
罪
悪
と
救
漕
の
経
鹸
、
心
下
上
の
事
實
と
見
倣
し
、
從
つ
～
そ
れ
を
亡
く
個
人
精
紳
の
問

題
と
し
て
取
扱
つ
π
の
で
あ
っ
π
が
、
其
後
特
に
原
始
的
宗
敏
に
面
す
る
順
義
的
人
類
學
的
研
究

弼
盛
に
な
み
、
且
つ
流
露
丈
，
化
の
立
憲
心
理
學
的
説
明
が
進
歩
し
控
結
果
、
近
年
は
一
般
に
宗
敏
の

　
　
宗
勘
臥
の
就
　
讐
的
褒
硯
に
瀞
㈱
い
て
　

・
ぽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
鱒



畢

寒

　
　
　
　
　
哲
墨
硯
究
　
第
＋
六
狸
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
二

褐
　
二
等
的
方
面
が
高
調
さ
れ
、
先
の
個
人
的
見
解
に
反
動
し
て
、
一
面
に
は
新
論
思
想
に
反
濡
す
る
カ

　
レ
リ
ッ
ク
主
義
を
復
活
し
、
宗
敏
を
ば
專
ら
胱
會
論
集
團
事
實
と
し
て
説
明
し
、
其
冠
會
的
敷
果
と
團

　
騰
的
活
動
を
奪
重
す
為
や
う
に
な
っ
て
來
控
。
懐
き
に
ジ
エ
ブ
ン
ス
は
宗
激
を
ば
一
の
欝
欝
幕
開

　
制
と
し
て
認
あ
、
ヴ
ン
塾
も
亦
そ
れ
が
民
族
的
意
識
の
産
物
で
あ
っ
て
、
公
共
的
性
質
と
團
膿
的
野

　
織
と
を
有
す
べ
き
こ
と
を
説
い
た
が
、
マ
レ
。
ト
に
至
っ
て
は
宗
敏
が
一
の
二
二
的
親
念
と
し
て
、
趾

　
會
心
理
學
的
に
説
明
す
べ
き
竜
の
で
あ
る
こ
と
を
圭
話
し
、
殊
に
デ
ュ
ル
ケ
イ
ム
一
涙
の
祉
會
芸
者

　
は
宗
教
意
識
を
ば
登
く
一
の
集
合
意
識
と
見
倣
し
、
そ
れ
が
必
然
．
に
集
團
的
行
事
で
あ
ム
團
膿
的

　
組
織
で
な
け
れ
ば
な
ら
職
域
と
を
力
説
し
π
の
で
あ
る
。
而
し
て
亜
米
利
加
に
於
て
も
掌
れ
と

　
同
時
に
キ
華
グ
、
エ
ー
ム
ズ
、
ロ
イ
ス
等
が
宗
敏
は
魅
會
的
愛
野
の
自
畳
で
あ
ウ
就
會
意
識
の
産
物

　
で
あ
っ
て
、
魁
学
的
生
活
の
一
機
能
に
罪
な
ら
諏
こ
と
を
畏
い
π
が
、
最
近
コ
イ
ト
（
O
o
二
目
6
己
◎
。
繊
。
幽

　
卜
書
梶
ぎ
渉
○
。
曇
箋
昏
⑦
国
馨
廿
⇔
夢
⑦
。
。
8
宣
。
σ
Q
図
。
㎞
寡
言
菖
●
お
屋
鳴
一
興
○
。
ρ
爵
①
娼
警
巨
。
σ
Q
な
h
舜
皇
臣
σ
Q
－

　
ざ
b
・
同
豊
O
）
等
は
三
等
の
意
見
を
採
用
し
て
．
宗
敢
を
ば
垂
然
程
會
的
集
團
的
現
象
と
見
倣
し
、
專
ら
．

　
之
を
旋
會
意
識
と
し
イ
読
明
せ
ん
と
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

　
．
「
そ
れ
で
若
し
此
，
等
の
甦
會
論
の
主
張
が
．
輩
に
宗
敏
は
肚
會
人
心
の
統
一
に
買
上
が
あ
る
と
か
、

　
宗
敏
的
観
念
や
行
事
は
就
悪
弊
傳
承
習
慣
に
淵
源
し
集
合
的
に
野
生
す
る
と
か
、
叉
宗
敏
は
多
く



鶏

　
就
心
的
利
害
を
動
機
と
し
て
起
ウ
公
共
的
儀
禮
と
し
て
現
は
れ
る
と
云
ふ
に
在
る
な
ら
ば
、
そ
れ

　
は
宗
敏
史
の
事
實
の
人
類
學
三
盛
會
學
的
説
明
と
し
て
蒼
然
の
蹄
結
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
何
人
竜

　
之
れ
に
異
論
を
鋏
む
臨
地
は
あ
る
ま
い
。
然
な
が
ら
若
し
そ
れ
が
一
部
の
學
者
の
説
く
や
う
に
、

　
宗
敏
は
本
質
的
に
肚
會
的
便
値
を
奪
撫
す
る
斎
言
的
機
能
の
一
部
で
あ
っ
て
、
從
っ
て
そ
れ
は
常

　
に
誓
言
的
行
事
と
集
團
的
生
活
と
し
て
よ
ウ
外
に
存
在
し
な
い
と
い
ふ
主
張
で
あ
る
な
ら
ば
、
吾

　
人
は
直
ち
に
儲
れ
に
賛
同
す
る
こ
と
は
出
忍
な
い
。
何
と
な
れ
ば
宗
敏
は
學
術
、
遁
徳
其
他
の
丈

　
化
現
象
と
同
様
に
着
荷
上
一
の
融
會
文
明
で
あ
っ
て
、
其
磯
生
と
二
士
は
麿
霊
的
集
合
的
に
喚
起

　
せ
ら
れ
、
≧
れ
に
種
々
な
る
肚
會
的
敷
果
を
有
す
る
こ
と
は
勿
論
、
歴
芸
評
に
は
多
く
公
共
的
行
事

　
で
あ
う
、
且
つ
團
騰
的
組
織
を
俘
っ
て
は
居
る
が
、
し
か
竜
そ
れ
は
本
質
的
に
必
ず
し
竜
昌
盛
写
生

　
活
で
は
な
く
し
て
、
軍
な
る
個
人
的
意
識
、
個
人
的
行
瀬
と
し
て
現
は
れ
る
揚
合
が
多
く
、
一
般
的
に

　
は
む
し
ろ
之
を
個
人
的
生
活
の
事
實
と
し
て
理
解
し
尤
方
が
適
応
と
思
は
れ
る
。
然
し
此
鮎
に

　
つ
い
て
は
『
宗
教
研
究
』
に
寄
せ
π
拙
稿
に
於
て
多
・
下
之
を
詳
節
し
て
重
い
π
か
ら
．
乙
＼
に
は
再
び

　
之
を
論
じ
な
い
。

　
　
そ
こ
で
彼
宗
敏
就
會
論
に
溢
し
て
か
く
の
如
き
個
人
的
見
解
を
主
張
す
る
に
は
、
先
づ
二
更
上

即
溌
多
の
個
霊
的
生
活
と
し
て
の
宗
敏
が
存
在
し
．
轟
轟
は
常
に
必
ず
し
竜
鮭
會
的
行
事
や
集
團
的

　
　
　
　
F
宗
数
．
の
甦
會
的
衷
現
に
歳
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囁
　
　
　
　
　
　
三
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鵬
【

㎝
組
織
と
し
て
現
は
れ
な
い
こ
と
を
、
事
實
に
就
い
て
謹
明
す
る
之
と
も
一
の
方
法
で
あ
る
。
現
に

宗
敏
魁
會
論
者
殊
に
デ
ュ
ル
’
ケ
イ
ム
に
蜀
す
る
批
評
は
、
多
く
は
区
画
か
ら
其
肚
會
的
見
解
の
當
を

得
な
い
こ
と
を
攻
聾
し
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
或
は
敏
租
の
稠
創
的
宗
敏
経
験
を
墨
げ
、
或
は
孤
猫

的
生
活
に
於
け
る
紳
秘
的
経
験
を
早
き
、
或
は
近
代
の
個
人
的
宗
敏
槻
念
を
指
摘
し
で
、
宗
．
敏
が
常

に
悉
く
肚
會
画
集
團
的
現
象
で
な
い
こ
と
を
読
明
せ
ん
と
し
て
居
る
　
（
嵩
些
ジ
⇔
ξ
窪
①
日
ゴ
5
Φ
毛

o
h
類
①
冒
σ
Q
一
9
｝
●
卜
琶
Φ
月
・
噸
。
塁
●
o
h
蜀
亀
G
Q
一
〇
諺
層
雲
・
6
箋
」
⑩
一
ト
℃
や
…
怒
⊃
竃
あ
巽
…
宅
Φ
び
ダ
O
岩
郎
℃
日
け
の
。
藁
。
協
韓
Φ
団
σ
Q
8
口

幕
創
虹
δ
屍
留
σ
Q
謬
・
コ
げ
Φ
同
巳
三
魯
喜
O
。
豊
津
司
駐
㊦
詳
蜜
一
事
§
呂
自
。
。
＆
①
身
』
。
舞
。
隔
国
一
ピ
雰
楓
論
ω
。
喜
ま
。

倒
Φ
停
0
9
く
o
U
・
b
っ
餅
お
ミ
・
一
）
や
暴
Q
。
山
b
。
吟
）
然
し
な
が
ら
若
し
輩
に
事
實
に
つ
い
て
め
み
論
ず
る
な
ら
ば
、

所
謂
個
人
的
宗
敏
の
存
在
と
同
時
に
、
溢
會
的
宗
敏
の
存
在
竜
亦
否
定
す
べ
か
ら
ざ
る
網
羅
で
あ

っ
て
、
歴
更
的
に
は
む
し
ろ
宗
敏
が
登
然
個
人
的
な
経
瞼
叉
は
行
爲
と
し
て
存
、
在
す
る
堅
忍
は
極

め
て
少
く
、
却
っ
て
肚
會
的
協
同
的
生
活
と
し
て
現
は
れ
た
宗
敏
の
方
が
遙
か
に
多
い
か
竜
知
れ

な
い
。
從
っ
て
宗
教
を
ば
全
然
個
人
的
生
活
と
し
て
見
る
べ
き
か
、
將
綾
た
肚
會
的
現
象
と
し
て

取
扱
つ
だ
方
が
華
甲
で
あ
る
か
は
爾
ほ
問
題
で
あ
る
。
加
之
魁
會
論
者
の
考
へ
に
よ
れ
ば
個
入

的
．
生
活
と
し
て
の
宗
敏
は
、
砒
會
的
宗
敏
の
原
理
を
以
て
詮
明
し
得
べ
く
、
叉
読
明
す
べ
き
竜
の
で

あ
る
ゆ
即
ち
デ
ュ
ル
ケ
ィ
ム
は
原
始
的
麿
會
に
於
け
る
個
人
的
ト
テ
’
ミ
ズ
ム
や
叉
近
代
の
個
人
的

評
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信
仰
は
、
部
族
的
ひ
テ
ミ
ズ
ム
の
憂
態
で
あ
ム
難
事
會
の
統
一
的
信
仰
の
一
方
面
と
見
倣
し
て
居

る
が
、
叉
コ
ー
に
よ
れ
ば
瀞
秘
家
の
愛
、
合
一
等
の
宗
敏
的
維
験
は
人
間
の
肚
會
的
慾
求
が
理
想
的

存
在
と
し
て
の
紳
に
集
申
さ
れ
泥
竜
の
で
あ
ウ
、
近
代
宗
敏
に
於
け
る
個
人
意
識
は
實
は
祇
會
意

識
の
反
面
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
若
し
此
等
の
説
明
が
事
實
の
眞
相
を
得
π
竜
の
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
個
人
的
見
解
よ
少
は
む
し
ろ
豊
野
論
め
方
が
宗
敏
の
醐
般
的
詮
明
と
し
て
其
當

を
得
π
竜
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
固
よ
6
勘
気
的
宗
敏
に
立
脚
す
る
此
等
の
説
明
は
容
易
に
之
を
首
肯
す
る
乙
と
が
出
來
な
い

が
、
何
れ
に
し
て
竜
軍
に
事
實
と
し
て
平
入
的
宗
教
の
存
在
を
指
倒
す
る
の
み
で
は
、
直
ち
に
宗
敏

の
蹴
會
的
見
解
を
下
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
て
，
若
し
翼
に
宗
敏
が
本
質
上
個
人
的
活
動
で
あ

る
こ
と
を
膨
張
せ
ん
と
す
る
に
は
、
む
し
ろ
事
實
と
し
て
墨
筆
的
宗
敏
の
存
在
を
認
め
つ
＼
し
か

竜
そ
れ
が
根
本
的
に
個
入
的
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
宗
敏
は
．
そ
れ
が
就
會
的
生
活
と

し
て
現
は
れ
る
と
否
と
に
關
ら
ず
、
す
で
に
個
人
的
生
活
と
し
て
概
念
上
完
全
に
宗
敏
で
あ
る
ζ

と
を
明
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
而
し
て
料
れ
が
爲
め
に
は
或
は
エ
ッ
ブ
の
，
如
く
先
夫
的
に
宗
・

敏
の
根
本
概
念
が
個
人
性
に
濁
特
な
る
淋
と
の
關
係
の
意
識
で
あ
っ
て
、
且
つ
．
男
呼
性
を
意
．
製
す

る
魁
會
よ
ム
は
個
人
性
の
方
が
三
門
的
現
實
的
な
存
在
で
あ
る
≧
と
を
明
か
に
し
、
或
は
ヲ
ソ
・
ス

　
　
　
　
宗
教
の
融
會
的
蓑
現
に
乱
就
い
て
　
　
　
．
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
　
　
五
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究
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へ
六
號
脚
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内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ

伽
・
の
如
く
個
人
が
其
自
身
に
完
全
な
實
膿
と
し
て
墓
礎
的
護
憲
で
あ
る
に
野
し
て
、
就
會
を
ば
其
複

　
合
的
實
膿
と
し
て
認
め
る
こ
と
も
重
要
な
る
論
意
で
あ
る
が
．
之
と
同
時
に
更
ら
に
進
ん
で
概
念

　
上
髭
礎
的
勲
位
と
し
て
認
め
た
個
人
的
生
活
に
於
け
る
宗
敏
か
ら
、
其
複
合
瞠
で
あ
る
杜
會
七
宗

　
敏
の
事
實
を
読
明
す
る
こ
と
竜
、
亦
宗
敏
の
個
人
的
見
解
を
安
歪
な
ら
し
む
る
に
必
須
の
順
序
で

　
あ
る
。
「
即
ち
宗
敏
は
本
質
的
に
は
輩
な
る
個
人
的
生
活
と
し
て
完
全
に
宗
敏
π
う
得
べ
く
、
そ
れ

　
が
協
同
的
行
事
や
團
膣
的
組
織
と
し
て
鮭
會
的
生
活
と
な
ら
な
い
で
も
宗
敏
π
る
に
少
し
竜
映

　
く
る
所
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
事
右
上
に
ば
そ
れ
が
屡
々
或
は
殆
ん
ど
常
に
集
合
的
意
識

　
及
び
行
爲
と
し
て
現
は
れ
面
輪
的
組
織
を
成
し
て
居
る
の
は
、
如
何
な
る
原
因
に
基
き
如
何
な
る

　
過
程
に
よ
る
の
で
あ
る
か
。
之
を
適
當
に
説
明
し
な
け
れ
ば
、
宗
敏
の
個
人
的
見
解
は
未
だ
徹
底

　
し
た
も
の
と
は
云
は
れ
．
な
、
い
。
そ
れ
で
私
は
こ
＼
に
本
來
個
人
的
生
活
と
し
て
假
定
し
た
宗
敏

　
が
、
肚
會
的
に
表
現
す
る
原
因
、
鯉
濃
及
び
其
形
式
の
大
要
を
指
摘
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
然
し

　
そ
れ
は
決
し
て
周
到
な
る
考
察
ど
研
究
の
結
果
で
は
な
く
、
食
毒
れ
に
關
す
る
重
要
な
る
細
長
や

　
例
謹
を
引
く
暇
も
有
し
な
か
つ
π
の
で
あ
る
か
ち
、
輸
血
は
豫
め
讃
者
の
諒
恕
を
乞
は
な
け
れ
ば

　
な
ら
滋
。



二

　
　
人
は
孤
濁
に
し
て
生
れ
ず
．
必
ず
や
潤
る
一
定
の
趾
會
の
中
に
生
長
登
育
す
る
の
み
な
ら
ず
、
叉

　
内
に
は
生
れ
な
が
ら
集
合
的
本
能
を
有
し
、
何
等
か
の
程
度
に
於
て
魅
交
性
を
具
へ
て
居
る
か
ら
、
’

　
其
生
活
の
凡
て
の
方
面
に
於
て
他
人
と
協
同
せ
ん
と
す
る
傾
向
が
現
は
れ
、
人
聞
一
切
の
生
活
活

　
動
は
膚
ら
魁
會
現
象
を
成
し
て
居
る
。
從
っ
て
宗
教
に
つ
い
て
玉
本
來
各
個
人
の
特
有
の
慾
望

　
動
機
か
ら
、
特
殊
の
封
事
に
封
ず
る
各
人
濁
特
の
態
度
、
早
落
は
、
其
自
身
完
全
に
宗
敏
泥
ウ
得
る
に

　
關
ら
ず
、
其
宗
敏
下
意
識
や
行
爲
は
人
間
の
証
會
的
本
能
と
再
選
憩
上
肉
膿
上
及
び
境
遇
の
類
似

　
共
通
と
に
依
っ
て
、
事
實
上
に
は
殆
ん
ど
常
に
集
合
的
観
念
や
協
同
的
活
動
と
し
て
現
は
れ
る
の

　
で
あ
っ
て
、
そ
乙
に
所
謂
融
會
的
宗
敏
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
此
腰
弱
的
宗
敏
渉
襲
生
し
、

　
宗
教
が
駈
會
的
集
合
的
組
織
と
し
イ
現
は
る
原
因
は
如
何
と
い
ふ
に
、
一
般
に
慰
問
が
就
會
愚
生

　
活
を
構
成
す
る
原
因
及
び
野
曝
は
、
客
観
的
に
は
其
精
綿
上
肉
髄
上
の
類
似
の
存
在
と
其
事
近
交

　
通
協
同
を
可
能
な
ら
し
め
る
外
部
的
の
境
遇
機
會
と
、
及
び
主
軸
的
に
は
其
集
合
、
協
同
、
團
結
の
慾

　
求
と
其
類
似
の
認
識
に
基
く
相
互
的
同
類
意
識
で
あ
る
、
今
朝
を
宗
敏
的
生
活
に
つ
い
て
考
へ

職
・
て
見
て
も
そ
れ
か
祉
會
的
協
同
組
織
と
な
る
理
由
は
登
く
同
一
で
あ
っ
て
、
宗
敏
的
餌
入
は
す
で

　
　
　
　
　
心
ポ
教
の
驚
，
倉
的
表
魏
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



　
　
　
　
　
哲
　
鳳
華
　
研
　
　
究
　
　
　
餓
〃
十
・
六
盤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

甲
に
本
能
的
に
集
合
團
結
の
渇
求
を
有
し
、
且
つ
生
得
的
に
同
一
の
人
類
と
し
て
其
宗
敏
性
の
類
似

　
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
ζ
に
部
族
、
國
家
等
の
戦
野
組
織
が
あ
っ
て
す
で
に
他
の
方
面
の
生
活
に

　
於
て
幾
多
の
闇
協
同
團
結
を
饗
し
て
居
る
以
上
、
其
類
似
は
一
斗
密
接
で
あ
う
、
其
相
互
的
認
識
と
協

　
同
の
機
會
は
更
ら
に
多
い
の
で
あ
る
か
ら
、
各
個
人
の
宗
教
的
活
．
動
は
必
然
に
早
耳
的
に
結
合
せ

　
ぎ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
然
し
特
に
宗
敏
に
於
て
そ
れ
が
甦
會
的
結
舎
を
捉
尊
し
支
持
す
る
原
因
と
な
る
の
は
、
其
協
同

　
の
必
要
で
あ
っ
て
．
各
個
人
は
必
ず
し
も
之
を
明
瞭
に
意
識
し
て
居
る
の
で
は
な
い
が
、
し
か
も
直

　
接
間
接
に
此
必
要
に
刺
戟
さ
れ
て
、
其
協
同
の
慾
求
は
切
實
と
な
る
の
で
あ
る
。
凡
そ
人
聞
の
思

　
想
感
情
は
全
然
個
人
的
濁
創
に
出
る
も
の
は
稀
れ
で
あ
っ
て
、
其
大
部
分
は
肚
會
的
弾
機
と
暗
示

　
に
よ
つ
て
之
を
得
來
る
の
で
あ
る
が
、
更
ら
に
耳
管
創
的
の
繋
念
と
躍
竜
其
確
率
性
と
信
念
と
は

　
肚
学
的
梅
威
の
承
認
に
よ
う
て
支
持
せ
ら
れ
蝉
騒
せ
ら
れ
、
又
声
域
情
は
肚
會
的
同
情
に
よ
っ
て

　
暴
威
的
に
昂
進
す
る
。
又
實
野
梅
生
活
に
於
て
も
人
間
の
活
動
は
各
人
が
個
々
劉
々
に
之
を
螢

　
む
よ
ム
は
．
協
同
的
に
之
に
從
即
す
る
時
に
其
活
動
力
は
相
互
的
に
激
働
さ
れ
増
進
し
て
、
個
人
的

　
生
活
に
撃
て
は
見
ら
れ
な
い
様
な
敷
果
が
現
は
れ
る
。
即
ち
宗
教
的
生
活
に
於
け
る
肚
會
的
協

　
同
の
数
果
と
必
要
と
は
こ
㌧
に
在
る
の
で
あ
っ
て
、
個
人
の
宗
敏
的
信
念
は
類
似
の
信
念
を
有
す



、
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る
人
々
の
承
認
と
同
情
に
依
っ
て
、
盆
々
強
固
に
な
ウ
且
つ
其
内
容
を
充
實
し
、
土
肥
爲
は
相
協
同

し
て
之
を
助
成
し
策
補
す
る
も
の
＼
存
在
に
よ
つ
て
、
愈
々
登
署
し
活
躍
す
る
の
で
あ
る
。
之
に

反
し
て
個
人
の
信
念
が
如
何
に
強
固
で
あ
ム
．
叉
其
活
動
力
が
如
何
に
盛
ん
で
あ
っ
て
も
、
若
し
そ

れ
が
純
粋
個
人
的
の
生
活
と
し
て
螢
謝
れ
、
何
等
之
を
承
認
し
助
成
す
る
周
園
の
上
々
が
な
か
つ

だ
な
ら
ば
、
た
と
ひ
積
極
的
に
之
を
批
難
し
妨
害
す
る
竜
の
が
無
く
と
竜
、
そ
れ
は
漸
次
に
其
力
を

失
っ
て
消
滅
す
る
外
な
い
の
で
あ
る
。
謝
れ
即
ち
宗
敏
的
生
活
を
支
持
し
捉
…
進
ず
る
に
、
肚
會
的

協
同
の
必
要
な
る
理
由
で
あ
っ
て
、
デ
ュ
ル
ケ
イ
ム
が
棘
聖
観
念
は
集
團
的
生
活
に
於
て
の
み
喚
起

せ
ら
れ
、
其
他
の
揚
合
に
於
て
は
人
は
世
俗
的
な
生
活
を
怨
す
の
で
あ
る
か
ら
、
宗
教
的
生
活
は
就

會
的
生
活
の
外
に
は
存
在
し
な
い
と
云
っ
た
の
も
、
要
す
る
に
此
二
面
を
力
説
し
た
竜
の
で
あ
る
。

勿
論
事
實
に
於
て
宗
敏
的
意
識
は
超
現
實
的
の
も
の
と
し
て
、
現
實
の
肚
會
を
離
れ
て
孤
濁
の
中

に
特
に
著
し
く
喚
起
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
然
し
そ
れ
は
全
然
言
忌
的
協
同
な
く
し
て
は
永
績

的
に
保
π
れ
な
い
星
の
で
あ
っ
て
、
何
等
か
の
形
に
於
て
義
血
同
者
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
況
し

て
他
に
反
賢
者
や
妨
害
者
の
あ
る
揚
合
に
於
て
は
、
其
宗
敏
帥
類
似
を
有
す
る
者
の
聞
に
於
け
る

協
同
の
必
要
は
最
竜
切
下
に
意
識
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
時
と
し
て
は
唯
反
漏
せ
ん
が
爲
め
に

團
結
す
る
が
如
き
観
を
成
し
、
所
謂
宗
敏
面
心
の
一
面
を
極
端
に
表
は
し
煎
る
の
で
あ
る
σ

　
　
　
　
宗
…
教
の
融
會
的
表
現
に
就
い
て
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
r
　
　
　
　
　
　
九

鼠



　
　
　
　
　
一
日
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究
　
　
　
櫨
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十
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耐
　
　
加
之
宗
敏
に
於
て
は
他
の
生
活
に
於
け
る
よ
ウ
蔦
比
較
的
に
各
人
の
類
似
が
現
は
れ
易
い
傾

　
向
が
あ
る
。
蓋
し
翌
翌
は
野
芝
や
野
営
に
於
け
る
や
う
に
個
人
的
濁
創
を
貴
ば
な
い
か
ら
、
甲
信

　
念
や
行
法
は
多
く
枇
會
的
傳
承
や
習
慣
と
し
て
輿
へ
ら
れ
尤
る
儘
を
踏
襲
す
る
こ
と
が
多
い
の

　
で
あ
っ
て
、
四
っ
て
叉
同
一
の
肚
會
に
生
在
す
る
個
人
の
問
に
は
其
宗
敏
性
の
類
似
が
著
し
く
な

　
．
る
の
で
あ
る
。
故
に
原
始
的
な
肚
會
に
於
て
各
人
の
宗
藪
的
慾
望
、
勤
象
行
法
が
殆
ん
ど
曳
く
共

　
通
的
で
あ
る
の
は
云
ぶ
ま
で
も
な
く
、
年
々
個
人
的
自
畳
の
生
じ
た
杜
會
に
於
て
も
、
宗
敏
に
於
け

　
る
権
威
奪
重
の
傾
向
怯
容
易
に
個
人
を
し
て
早
馬
承
と
習
慣
か
ら
分
離
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。

　
之
れ
帥
ち
宗
敏
が
常
に
部
族
的
又
は
國
民
的
統
一
の
申
．
心
要
素
と
な
る
一
原
因
で
あ
っ
て
、
更
ら

　
に
個
人
性
の
登
達
と
共
に
個
人
的
猫
創
の
宗
教
が
起
つ
π
後
に
竜
、
そ
れ
は
或
は
先
賢
古
聖
に
其

　
槽
威
を
求
め
、
或
は
理
想
的
存
在
に
其
源
を
曝
し
て
、
そ
れ
を
野
心
と
し
て
相
類
似
す
る
も
の
、
結

　
合
を
計
ら
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
宗
敏
的
生
活
に
於
て
入
は
常
に
他
人
の
類
似
を
登

　
見
せ
ん
と
し
、
叉
相
互
に
相
席
似
せ
ん
と
努
め
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
從
っ
て
同
一
肚
會
叉
は
團
膿

　
に
於
け
る
個
人
の
宗
教
性
は
、
他
の
生
活
に
於
け
る
よ
わ
竜
比
較
的
に
多
く
の
同
質
性
を
保
ち
、
從

　
つ
て
叉
半
群
結
も
強
固
な
の
で
あ
る
。
固
よ
り
宗
教
は
人
間
の
最
高
憤
値
或
は
根
本
生
命
の
閣

　
題
で
あ
る
だ
け
に
、
共
等
個
人
の
問
に
存
す
る
差
異
は
著
し
く
相
互
の
注
意
を
引
き
、
僅
少
な
る
差

導



異
が
原
因
と
な
っ
て
互
ひ
に
反
軍
し
、
分
涙
分
裂
の
傾
向
を
生
ず
る
こ
と
も
甚
し
い
の
で
あ
る
が

然
し
此
事
實
は
他
の
一
面
に
於
て
群
小
な
る
範
園
の
團
結
の
思
い
こ
と
を
意
昧
す
る
の
で
あ
っ

て
、
其
範
園
内
の
相
互
の
類
似
は
一
層
密
接
に
保
た
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
同
一
就
園
に
於
け
る

個
人
の
自
然
的
類
似
は
、
他
の
生
活
よ
ウ
も
宗
敏
に
於
て
殊
に
著
し
い
の
み
な
ら
ず
、
特
殊
の
宗
敏

的
團
禮
に
於
け
る
個
人
は
、
他
の
團
艦
に
於
け
る
よ
ウ
も
比
較
的
に
其
同
質
性
を
保
つ
こ
と
が
多

い
と
云
ふ
こ
と
が
出
塗
る
。
　
ζ
れ
即
ち
宗
敏
の
駈
會
的
協
同
を
登
生
し
支
持
す
る
基
礎
的
條
件

で
あ
っ
て
、
叉
宗
敏
的
團
結
が
他
の
灘
會
的
團
結
に
比
し
て
其
統
一
の
張
麗
な
る
所
以
で
あ
る
。

三

755

　
か
く
し
て
宗
教
的
生
活
の
即
興
的
協
同
は
、
各
佃
人
の
宗
敏
的
類
似
の
程
度
と
、
其
協
同
の
慾
求

叉
は
必
要
如
何
に
よ
う
て
種
々
な
る
形
式
に
於
て
現
は
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
或
は
特
殊
の
慾
望
や

行
事
の
爲
め
に
一
時
的
に
集
合
す
る
こ
と
竜
あ
う
、
或
は
凡
て
の
宗
敏
的
生
活
に
つ
い
て
永
績
的

團
結
を
成
す
こ
と
も
あ
ウ
、
或
は
唯
共
通
の
利
害
目
的
に
辛
し
て
多
少
同
情
し
聯
合
す
る
に
止
ま

る
も
の
あ
ウ
、
或
は
全
然
同
蝸
の
信
念
行
法
を
以
て
張
圃
な
る
團
膿
組
織
を
成
す
竜
の
も
あ
る
。

そ
れ
で
此
宗
敏
的
協
同
組
織
の
形
式
に
就
て
は
、
謙
葺
奪
却
近
著
に
於
て
宗
敏
的
團
禮
を
分
っ
て
、

　
　
　
、
宗
敏
の
証
會
濁
表
現
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
一



　
　
　
　
　
菅
學
．
研
究
　
、
第
＋
六
號
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

郷
貫
激
的
群
集
（
肱
⑦
西
。
¢
・
。
。
・
。
塾
と
信
権
的
富
岳
（
・
。
芦
。
。
同
§
ポ
・
。
鐸
℃
、
と
及
び
臼
由
團
膿
（
衛
Φ
ぎ
Φ
冠
造
型
く
Φ

　
σ
q
き
毛
）
と
の
三
と
し
て
居
ゑ
興
。
許
℃
や
鵠
O
』
㏄
O
）
。
而
し
て
こ
れ
は
先
に
姉
崎
博
士
の
宗
敏
學
概
論

　
に
説
か
れ
π
宗
敏
的
函
膿
組
織
の
三
階
段
即
ち
祭
儀
組
織
、
成
立
組
織
、
及
び
敏
團
組
織
の
旺
分
と

　
大
壷
上
戸
唱
の
形
式
で
あ
る
が
、
若
し
認
れ
を
主
と
し
て
其
成
立
の
原
因
か
ら
匿
高
し
た
な
ら
ば
、

　
自
然
的
に
他
の
原
因
か
ら
成
立
し
た
民
族
的
癒
會
と
し
て
の
宗
敏
團
騰
と
、
多
少
人
面
的
に
特
に
・

　
宗
敷
の
爲
め
に
成
立
し
だ
特
殊
的
宗
敏
團
禮
と
の
二
と
し
て
見
る
こ
と
が
出
面
る
だ
ろ
5
。

　
　
か
く
し
て
先
づ
第
一
に
個
人
の
宗
教
的
顛
捌
を
し
て
禽
竜
顯
著
な
ら
し
め
、
且
つ
こ
れ
に
交
通

　
協
同
の
梅
畑
と
必
要
と
を
與
へ
る
も
の
は
、
既
成
P
協
同
組
織
と
し
て
の
民
族
的
、
地
方
的
若
く
は

　
政
治
的
の
肚
會
で
あ
る
か
ら
、
最
竜
多
く
宗
敏
が
協
同
的
活
動
を
螢
む
べ
き
地
盤
と
な
る
愈
會
的

　
團
禮
は
、
即
ち
之
等
の
民
族
的
地
方
的
の
祇
會
に
外
な
ら
な
い
。
帥
ち
原
始
的
人
民
に
取
っ
て
は

　
部
族
、
氏
族
又
は
家
族
は
其
儘
一
個
の
宗
敏
的
團
燈
で
あ
っ
て
．
其
全
然
私
的
個
人
的
な
宗
敏
生
活

　
．
の
外
は
、
此
等
の
肚
會
組
織
を
基
礎
と
し
て
こ
＼
に
其
宗
敏
上
の
協
同
的
活
動
を
螢
む
の
で
あ
る
。

　
而
し
て
實
は
か
＼
る
原
始
的
な
未
だ
個
人
性
の
厩
立
の
な
い
時
期
に
於
て
は
、
彼
等
は
其
宗
敏
的

　
慾
望
、
信
念
、
行
法
を
ば
登
戸
其
．
肚
臨
画
博
承
と
習
憤
か
ら
前
歯
る
の
で
あ
る
か
ら
、
其
れ
が
或
る
個

　
人
的
な
利
害
を
動
機
と
し
て
起
る
時
で
す
ら
、
其
宗
敏
的
生
活
が
純
益
に
個
人
的
に
螢
ま
・
れ
る
こ



声

垂

緊

757

乏
は
殆
ん
ど
な
い
の
・
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
彼
等
の
宗
敏
的
生
活
は
悉
く
此
等
の
枇
會
の
生
活
と
し
．

て
、
全
然
協
同
的
に
螢
ま
れ
る
と
見
て
い
＼
の
で
あ
る
の
而
し
て
此
れ
等
部
族
氏
族
の
間
に
所
謂

流
民
的
統
一
が
生
じ
、
何
等
か
の
形
式
の
生
家
が
登
生
し
て
か
ら
後
で
竜
、
宗
敏
的
協
同
組
織
と
し

て
の
家
族
の
團
結
に
響
動
の
な
い
ζ
と
は
云
ム
懐
で
も
な
い
が
、
其
部
族
や
氏
族
と
し
て
の
宗
藪

自
生
土
竜
多
少
其
性
質
の
異
っ
た
平
民
的
宗
…
敏
に
’
掬
厘
さ
れ
つ
＼
尚
且
つ
地
方
的
卿
土
的
宗
…
教

と
し
て
残
存
し
、
郷
土
若
く
は
氏
子
等
の
團
結
に
よ
つ
て
、
其
共
通
的
信
念
、
行
事
と
共
同
組
織
と
を

維
持
す
る
の
で
あ
る
。
加
之
他
の
ヅ
方
に
は
挙
れ
と
同
時
に
部
族
的
習
慣
聖
母
の
代
り
に
、
國
家

納
の
制
度
法
律
の
力
に
響
く
薪
な
る
宗
敏
的
協
同
組
織
が
成
立
す
る
の
で
あ
っ
て
、
だ
と
ひ
其
内

容
の
統
一
が
部
族
的
就
會
に
於
け
る
程
完
全
で
な
い
に
し
て
竜
、
と
に
か
く
こ
㌧
に
亦
更
ら
に
旧

い
範
園
の
宗
敏
的
肚
會
組
織
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
此
等
の
部
族
、
琉
族
、
家
族
、
國
家
、
地

方
、
郷
土
等
は
人
種
、
土
地
、
政
治
等
を
基
礎
と
す
る
魅
會
的
團
結
で
あ
っ
て
、
一
方
に
於
て
は
宗
敏
以

外
の
種
々
な
る
生
活
々
動
を
螢
む
協
同
組
織
で
あ
る
が
、
し
か
愚
挙
そ
れ
が
同
時
に
協
同
的
宗
敏

的
生
活
を
爲
す
織
か
ち
見
れ
ば
、
明
か
に
一
個
の
宗
敏
的
癒
會
組
織
で
あ
っ
て
、
他
の
特
殊
的
宗
敏

團
禮
と
共
に
亦
慶
義
の
宗
敏
的
就
會
と
稔
ぜ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

苧
尤
も
此
等
の
民
族
約
地
方
的
趾
會
は
、
人
類
の
個
入
的
自
畳
が
進
む
に
從
っ
て
、
永
く
其
成
員
の

　
　
　
　
察
敏
の
証
會
的
袋
魂
∵
に
就
・
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
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吉
敷
意
識
及
び
行
爲
の
同
質
性
を
保
持
す
る
こ
と
困
難
で
あ
っ
て
、
其
内
部
に
於
て
特
に
其
宗
敏

性
の
相
類
似
し
π
者
の
み
が
集
る
特
殊
的
宗
敏
團
鰹
が
登
生
し
、
そ
れ
が
爲
め
に
全
膿
と
し
て
の

宗
敏
的
統
一
と
活
動
を
奪
は
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
然
し
叉
一
面
か
ら
見
る
と
民
族
的
習
慣
と
其

戴
化
力
は
、
爾
ほ
其
癖
會
内
部
の
個
人
に
常
に
或
る
程
度
の
宗
敏
的
類
似
を
保
持
さ
せ
て
、
容
易
に

其
分
離
を
許
さ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
一
方
で
特
殊
的
な
宗
敏
性
と
そ
れ
に
基
く
特
殊
の
宗
敏
的
團

燈
の
存
在
を
認
め
つ
、
、
他
の
一
方
で
は
此
等
個
人
に
永
く
奮
來
の
宗
敏
若
く
は
宗
敏
的
傾
向
を

保
存
さ
せ
、
或
る
程
度
ま
で
其
国
民
的
叉
は
地
方
的
な
宗
教
的
図
嚢
を
存
績
す
る
の
で
あ
る
。
故

に
π
と
ひ
個
人
的
自
畳
の
勃
興
に
よ
っ
て
新
宗
敏
が
起
う
、
或
は
外
來
の
宗
敏
が
輪
入
さ
れ
て
そ

乙
に
新
な
る
團
膿
宗
涙
が
生
じ
、
從
來
の
國
民
的
地
方
的
な
宗
教
的
團
結
が
分
解
さ
れ
縦
噺
さ
れ

て
竜
、
其
等
の
宗
敏
の
申
に
は
常
に
幾
多
の
民
族
的
特
性
が
保
留
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
面
し
て
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

く
は
其
等
の
新
宗
教
や
外
事
の
宗
敏
の
方
が
、
却
っ
て
其
當
初
の
主
義
や
信
念
を
保
持
す
る
こ
と

が
出
來
ず
、
其
本
証
の
内
容
と
形
式
を
徹
底
的
に
普
及
す
る
に
困
難
を
威
じ
て
、
動
も
す
れ
ば
そ
の

民
族
的
宗
敷
の
一
部
を
撮
取
し
π
う
之
に
同
化
し
て
、
そ
こ
に
再
び
國
民
的
叉
は
地
方
的
菰
特
殊

の
瞬
結
又
は
分
涙
を
登
生
す
る
に
い
尤
る
。
こ
れ
實
に
民
族
的
宗
敏
性
の
偉
大
な
る
潜
勢
力
を

示
す
竜
の
で
あ
っ
て
、
此
影
響
は
各
面
に
於
け
る
薪
宗
敏
の
憂
化
と
所
謂
世
界
的
宗
敏
の
画
聖
の
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歴
更
の
上
に
常
に
明
瞭
な
る
事
實
と
し
て
現
は
れ
て
居
る
。

四

　
宗
敏
的
協
同
組
織
の
第
二
の
形
式
は
特
に
宗
敏
其
自
身
の
爲
め
に
成
立
す
る
特
殊
的
團
禮
組

織
で
あ
る
が
、
此
種
の
團
膣
は
多
少
人
間
の
個
人
的
自
画
が
登
達
し
、
自
然
的
な
民
族
的
祉
會
に
於

け
る
個
人
の
宗
敏
的
差
異
が
著
し
く
な
っ
て
か
ら
後
に
登
生
す
る
の
で
あ
る
。
　
一
般
に
人
類
の

協
同
生
活
の
形
式
は
最
初
は
唯
軍
純
な
る
一
種
の
麿
會
組
織
で
あ
っ
て
、
常
に
人
種
的
閣
係
を
墓

礎
と
し
て
そ
之
に
生
活
々
動
の
諸
有
方
面
を
結
合
し
て
居
る
が
、
其
砥
會
が
螢
達
し
て
其
範
園
が

潜
く
な
る
と
、
其
申
に
は
階
段
的
に
幾
多
の
小
感
分
が
生
ず
る
。
配
し
て
論
れ
と
同
時
に
丈
化
が

登
選
．
し
て
生
活
内
容
が
複
雑
に
な
ク
、
叉
之
れ
に
軽
し
て
個
人
的
差
異
が
著
し
く
な
っ
て
寝
る
と
、

一
切
の
生
活
を
輩
純
な
る
一
系
統
の
鮭
會
組
織
に
よ
っ
て
螢
む
こ
と
は
困
難
で
あ
う
、
全
面
の
個

人
を
一
様
に
協
同
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
一
る
か
ら
、
乙
＼
に
鮭
會
生
活
の
各
方
面
を
統
一
す

べ
碁
所
謂
統
合
的
肚
會
貯
δ
σ
Q
辱
ヨ
。
鼠
①
げ
図
の
内
に
於
て
、
生
活
機
能
の
特
殊
の
方
面
を
螢
み
、
叉
そ
れ

ら
の
特
殊
的
類
似
に
よ
ゑ
て
止
血
す
る
所
の
種
々
な
る
階
級
や
團
膿
帥
ち
特
殊
目
的
の
團
膿
若

く
ほ
機
能
画
面
膿
を
登
生
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
宗
敏
竜
其
登
蓬
が
幼
稚
な
問
は
部
族
、
氏
族
等

　
　
　
　
出
掛
数
の
研
脚
會
蘭
四
｛
救
硯
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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の
民
族
的
杜
會
に
於
て
協
同
的
に
螢
ま
れ
て
居
る
が
、
其
民
族
的
祉
會
の
三
園
が
散
大
し
其
生
活

内
容
が
豊
富
に
な
る
と
、
特
に
宗
敏
的
生
活
の
協
同
に
溶
し
て
自
ら
別
個
の
團
謄
的
組
織
が
要
求

き
れ
、
且
つ
宗
敏
其
自
身
も
登
激
し
て
其
個
人
的
差
異
が
著
し
く
な
る
に
二
っ
て
、
そ
こ
に
特
に
宗

教
的
類
似
を
基
礎
と
し
て
宗
敏
的
協
同
其
自
身
を
図
的
と
す
る
所
の
特
殊
宗
教
團
膣
の
磯
生
を

見
る
の
で
あ
る
。

　
而
し
て
三
種
の
宗
敏
二
二
は
早
く
す
で
に
部
族
丁
丁
會
の
申
に
竜
其
登
生
を
見
ら
れ
る
の
で

あ
っ
て
、
特
別
の
宗
教
的
慾
望
や
信
念
を
有
し
、
特
殊
の
行
事
を
な
さ
ん
罰
す
る
一
部
の
個
人
が
集

っ
て
、
小
宮
膿
を
是
く
る
～
は
決
し
て
絶
無
で
は
な
い
。
又
同
し
ト
テ
ム
を
奉
ず
る
も
の
㌦
申
で

竜
或
は
特
に
熱
情
を
有
し
危
機
に
臨
ん
だ
者
が
一
種
の
雪
掻
を
成
し
、
或
は
長
老
、
祭
司
、
鴛
師
等
の

特
殊
的
地
位
叉
は
資
格
を
有
す
る
竜
の
㌧
間
に
組
合
等
の
成
立
す
る
こ
と
は
事
實
で
あ
る
。
然

し
か
㌦
る
特
殊
的
團
膿
の
組
織
と
團
結
と
が
明
自
に
な
う
そ
れ
が
外
部
に
駕
し
て
多
少
團
．
膿
と

し
て
の
意
義
を
有
す
る
の
は
、
民
族
的
戯
曲
の
範
園
が
籏
挿
し
、
叉
其
自
身
に
宗
敏
常
葉
結
と
機
能

と
を
完
全
に
学
行
し
得
な
い
や
う
に
な
っ
て
か
ら
の
乙
と
で
あ
っ
て
。
殊
に
そ
れ
が
宗
教
的
生
活

の
上
に
民
族
的
閣
鯉
よ
う
も
有
力
な
も
の
と
な
る
も
の
は
、
所
謂
個
人
飽
創
唱
宗
敏
が
起
っ
て
後

の
之
と
で
あ
る
。
固
よ
ム
創
唱
宗
敏
な
る
も
の
は
其
形
式
が
如
何
に
猫
創
的
の
も
の
で
竜
、
貨
質



761

に
於
て
多
く
在
來
の
民
族
的
憾
承
と
隔
絶
し
た
竜
の
で
な
く
、
從
っ
て
其
敏
租
の
周
園
に
生
ず
る

宗
敏
的
團
膣
も
全
く
原
始
的
就
會
に
於
け
る
組
織
の
な
い
小
團
膿
と
根
本
的
に
三
つ
差
竜
の
で

は
な
い
。
然
し
な
が
ら
一
方
に
於
て
或
る
雲
叢
の
個
入
的
勢
力
に
よ
っ
て
創
唱
さ
れ
π
宗
敏
は
、

常
に
其
成
立
の
當
初
か
ら
其
民
族
叉
は
國
民
の
一
般
的
信
念
や
行
法
に
監
督
し
、
少
く
と
も
冷
艶

と
二
藍
す
べ
き
大
な
る
特
徴
を
有
す
る
竜
の
で
あ
る
か
ら
、
一
般
の
國
民
に
欝
し
て
其
主
義
を
維

持
す
る
が
囲
め
に
は
、
そ
の
教
租
の
人
格
、
敏
読
叉
は
行
法
を
申
心
と
す
る
特
殊
り
三
野
を
有
す
る

乙
と
が
必
・
要
で
あ
る
。
加
之
た
と
ひ
理
想
と
し
て
之
を
國
民
全
膣
に
輿
へ
る
に
し
て
竜
、
從
來
の

宗
敏
を
内
容
と
す
る
や
う
な
民
族
的
團
結
は
之
を
無
意
義
の
竜
の
と
し
で
排
斥
す
る
の
で
あ
り
、

且
つ
多
く
の
揚
合
に
は
二
二
に
於
け
る
民
族
的
境
界
を
全
く
無
用
の
も
の
と
し
て
レ
打
破
し
自
ら

他
民
族
の
範
園
に
竜
二
大
せ
ん
と
す
る
普
偏
主
義
を
以
て
現
は
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
若
し
か

＼
る
創
唱
宗
敏
に
謝
す
る
特
殊
團
膿
が
勢
力
を
得
る
な
ら
ば
、
少
く
と
も
宗
敏
上
に
は
民
族
的
協

同
組
織
は
全
く
共
意
義
を
失
ふ
の
で
あ
っ
て
、
宗
敷
的
協
同
組
織
と
し
て
は
か
㌧
る
特
殊
翌
翌
が

其
位
地
に
代
は
・
勲
動
竜
す
れ
ば
そ
れ
は
宗
教
上
の
み
な
ら
ず
、
軍
事
的
政
治
的
勢
力
や
組
織
を
も

有
す
る
猫
立
團
膿
と
し
て
、
他
の
民
族
的
無
精
と
拮
抗
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
乙
れ
所
謂
宗
涙

若
く
は
敷
會
な
る
も
の
＼
登
生
で
あ
る
α

　
　
　
　
宗
歎
の
甦
會
的
表
現
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
饗
　
難
壁
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴨
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か
く
し
て
輔
の
國
家
運
は
其
他
の
民
族
的
野
會
の
内
に
、
主
義
内
容
を
異
に
す
る
種
々
の
宗
敏

的
今
戸
が
襲
生
す
る
時
、
獲
れ
に
封
し
て
其
民
族
的
若
く
は
統
合
的
魁
會
は
冬
隣
を
統
一
せ
ん
と

し
て
、
或
は
其
場
の
團
膿
の
挙
白
合
一
を
書
策
し
、
或
は
其
申
の
一
を
恥
威
し
て
肚
會
全
軍
の
宗
敏

と
な
し
、
他
を
排
斥
せ
ん
と
試
み
る
か
菟
知
れ
な
い
。
謝
し
て
若
し
其
統
一
蓮
動
が
成
数
し
だ
な

ら
ば
、
其
就
會
と
特
殊
の
宗
敏
闘
膿
と
は
其
範
囲
に
於
て
一
致
し
、
事
實
上
宗
敢
的
協
同
は
復
た
そ

の
民
族
的
團
禮
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
、
所
謂
國
敏
制
度
等
の
揚
合
と
な
る
の
で
あ
る
。
然
し
な
が

ら
既
に
此
時
期
に
於
て
は
、
一
鮭
會
の
内
部
に
於
け
る
諸
宗
敏
脚
病
團
謄
の
統
一
と
．
い
ふ
こ
と
は

事
實
上
甚
だ
困
難
で
あ
っ
て
、
民
族
的
精
華
の
同
化
力
竜
強
烈
で
は
あ
る
が
、
し
か
竜
人
間
宗
敏
性

の
酸
達
嫁
禽
ら
種
々
な
る
宗
教
の
形
式
及
び
之
に
俘
ふ
宗
敏
的
團
膣
の
分
化
を
促
進
し
て
丘
ま

「
な
い
の
で
あ
る
。
加
之
か
く
宗
敏
の
協
同
的
活
動
が
民
族
的
証
會
と
殆
ん
ど
何
等
の
關
係
を
有

せ
な
い
や
う
に
な
る
と
、
其
特
殊
の
宗
敏
白
搾
膿
は
一
方
に
於
て
屡
々
民
族
的
政
治
的
境
え
て
他

の
國
唐
墨
會
に
竜
其
勢
力
を
振
め
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
一
の
墨
家
論
賛
の
全
部
を
包
括
し
得

な
い
詠
う
に
、
蔑
多
の
國
家
癒
會
に
も
亘
ウ
て
其
統
一
と
協
同
を
保
持
し
、
時
と
し
て
は
意
馬
の
國

家
前
回
の
上
に
立
っ
て
、
之
等
を
蓮
合
し
統
一
す
る
所
の
最
高
素
論
と
な
る
の
で
あ
る
。
帥
ち
盛

時
の
羅
馬
敏
會
が
隊
洲
各
圏
に
野
す
る
關
係
は
之
れ
に
外
な
ら
な
い
が
、
之
に
於
て
特
殊
宗
敷
團
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騰
は
力
塾
タ
ッ
ク
融
ち
世
界
的
敏
會
の
漉
念
を
實
現
し
、
同
時
に
其
『
目
的
の
食
め
の
團
禮
』
と
し
て
の

性
質
を
徹
底
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
然
し
又
民
族
的
の
宗
教
的
協
同
組
織
の
中
に
、
幾
多
の
欝
殊
的
團
膿
が
登
生
し
て
相
封
離
す
る

と
同
様
に
．
特
殊
宗
敏
團
雨
竜
亦
無
腰
園
が
鑛
大
す
る
時
は
、
屡
々
其
申
に
特
殊
的
類
似
に
よ
っ
て

團
結
し
特
殊
の
目
的
の
爲
め
に
結
合
す
る
所
の
小
團
禮
を
分
化
す
る
≧
と
が
少
く
な
い
。
帥
ち

個
人
性
の
螢
達
と
共
に
盆
々
由
無
し
分
化
す
る
各
人
の
宗
敏
的
要
求
は
到
底
之
を
軍
一
な
る
信

念
、
行
事
に
よ
つ
て
包
括
し
統
一
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
て
、
本
盗
宗
敏
性
の
特
殊
的
類
似
に

画
い
て
成
立
し
た
特
殊
言
立
膿
竜
、
其
内
容
が
充
實
し
範
園
が
順
潮
す
る
に
從
っ
て
、
亦
其
内
部
に

於
て
特
殊
酌
要
求
を
満
足
さ
す
べ
く
異
計
分
派
を
生
じ
、
そ
乙
に
嚴
密
な
る
意
味
の
宗
派
器
9
0
尾

幽
書
。
舅
9
客
8
謬
が
威
心
す
る
。
　
而
し
て
前
鑑
は
其
宗
敏
的
行
法
、
理
想
其
他
の
信
念
の
異
る
に
從
っ

て
柑
分
合
し
、
論
証
に
血
涙
を
累
ね
る
の
で
あ
っ
て
、
所
謂
宗
敏
的
組
合
帥
ち
講
魁
。
遂
霞
の
類
は
多

く
は
其
最
竜
特
殊
的
獄
小
言
園
の
竜
の
と
な
っ
て
居
る
。
　
固
よ
ム
之
等
の
小
忌
騰
に
黒
し
て
其

根
本
精
紳
叉
は
外
形
の
上
か
ら
大
膿
上
之
を
統
一
す
る
協
同
的
組
織
竜
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、

現
に
基
督
敷
と
云
ひ
佛
敏
と
い
ぶ
名
の
下
に
多
歎
の
宗
派
や
敏
會
が
多
少
統
一
的
組
織
を
成
し

て
居
る
の
は
事
實
で
あ
る
。
然
し
其
丙
容
を
ぱ
全
然
同
質
的
に
渾
然
融
和
せ
し
む
る
乙
と
は
到

　
　
　
　
宗
藪
…
の
・
疑
曾
酌
褒
現
κ
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　

一
熟
、
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底
不
可
能
で
あ
っ
て
、
共
内
部
に
は
幾
多
の
掌
篇
が
重
複
錯
綜
し
て
存
在
し
、
其
宗
敏
性
の
差
異
に

つ
い
て
は
云
ふ
ま
で
竜
な
く
、
輩
な
る
歴
更
二
二
來
に
懐
で
重
大
な
る
意
義
を
認
め
て
相
封
立
し

て
居
る
こ
と
は
、
類
似
と
差
異
と
の
相
互
關
係
に
基
く
貌
8
凶
弾
執
馨
藷
養
・
就
。
β
の
傾
殉
と
し
て
蓋
し
當

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸

然
の
現
象
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
融

紅

　
宗
教
の
薩
會
的
表
現
に
は
上
に
蓮
べ
π
や
う
な
個
人
的
宗
敏
の
甦
會
的
協
同
的
活
動
の
外
に
、

粉
雪
漉
會
が
霞
ら
主
禮
と
な
っ
て
活
動
す
る
厨
の
下
意
其
自
身
の
宗
敏
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
其

は
軍
な
る
個
人
的
宗
敏
の
枇
會
的
協
同
と
は
匿
堅
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
帥
ち
上
に
蓮
べ
だ
や

う
な
宗
敏
の
祉
會
的
活
動
は
其
實
は
唯
個
人
的
宗
敏
の
社
會
的
協
同
で
あ
っ
て
、
未
だ
魁
早
筆
膚

身
の
宗
敏
的
活
動
で
ば
な
い
。
故
に
脳
髄
の
宗
敏
的
協
同
に
於
て
は
、
如
何
に
各
人
の
宗
敏
…
性
が

密
接
に
類
似
し
て
居
る
、
從
っ
て
叉
其
協
同
團
結
が
固
く
、
或
は
家
族
、
部
族
、
墨
家
等
の
民
族
野
饗
會

が
墨
っ
て
之
れ
に
從
事
し
、
或
は
之
れ
が
爲
あ
に
敏
異
宗
涙
共
他
の
特
殊
的
團
膿
が
組
織
せ
ら
れ
、

其
等
の
會
員
が
相
野
ウ
て
同
一
信
念
の
下
に
同
一
の
行
事
を
行
っ
て
竜
そ
れ
は
各
人
が
そ
の
累

犯
的
理
想
慾
望
症
基
い
て
、
其
宗
敏
的
経
験
活
動
を
空
薫
酌
協
同
的
に
螢
ん
で
居
る
に
過
ぎ
な
い
。
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・
之
れ
に
反
し
て
嚴
密
な
る
意
味
の
肚
心
的
宗
敢
邸
ち
或
る
醗
會
醐
禮
其
二
身
の
宗
敏
的
生
活
と

は
、
唯
個
人
の
宗
敏
的
活
動
の
集
合
や
協
同
で
は
な
く
し
て
、
一
の
雪
嵐
團
膿
が
其
自
身
の
利
害
を

動
機
と
し
て
、
或
る
宗
教
的
甥
象
に
醤
し
て
意
識
し
實
行
ず
る
所
の
宗
敏
的
維
験
若
く
は
態
度
を

云
ふ
の
で
あ
る
。
之
れ
恰
か
も
鮭
會
の
殿
嘉
島
肥
と
い
ふ
時
、
各
個
入
が
自
己
に
封
ず
る
愚
怨
の

爲
め
に
、
或
る
人
に
無
し
て
加
へ
る
所
の
欝
欝
叉
は
攻
墨
の
集
合
や
、
或
は
協
同
し
て
之
を
樗
讃
し

批
難
す
る
≧
と
の
外
に
、
荷
ほ
融
，
會
全
禮
が
全
膿
に
…
封
ず
る
功
過
に
封
し
て
、
肚
會
の
名
・
に
託
て
叉

継
會
の
機
關
を
通
じ
て
輿
ふ
る
所
の
士
族
刑
罰
が
あ
る
乏
同
様
で
あ
る
。
而
し
て
之
等
魁
會
町

家
の
賞
罰
は
事
實
上
之
を
實
行
ず
る
者
は
一
部
少
数
の
個
人
で
あ
っ
て
竜
、
し
か
竜
そ
れ
が
澄
會

の
意
志
を
奉
じ
澄
會
を
代
表
し
て
爲
す
織
に
於
て
、
決
し
て
私
的
個
人
的
の
殿
番
で
は
な
い
如
く
、

宗
激
に
撃
て
唱
導
會
の
宗
敏
帥
ち
部
族
、
國
家
、
乃
至
家
族
の
宗
敏
は
、
だ
と
ひ
其
信
念
を
意
識
し
行

事
を
修
す
る
竜
の
が
剛
人
若
く
は
数
入
の
聖
人
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
証
會
の
利
害
を
目
的
と
し

て
、
全
膿
を
代
表
し
下
棚
の
名
に
於
て
爲
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
決
℃
て
個
入
の
私
的
宗
敏
で
は

な
く
し
て
、
就
會
其
自
身
の
宗
敏
だ
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
孤
。
例
令
ぱ
レ
テ
ム
瀞
の
信
念
の
如

き
も
．
之
を
経
験
し
意
識
す
る
竜
の
は
固
よ
り
各
個
人
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
大
嘗
上
畳
る
氏
族
叉
は

部
族
の
全
員
ぶ
、
各
個
人
よ
う
は
翌
翌
と
血
縁
あ
る
竜
の
、
魔
會
全
膿
の
運
命
に
關
す
る
竜
の
と
し

　
　
　
　
宗
引
敏
〆
の
・
概
胆
愈
脚
酌
表
現
に
、
瞭
…
い
、
て
　
　
　
　
　
　
　
薯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
二
扁
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・
ニ
ニ

て
露
尽
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
要
す
る
に
そ
の
全
膿
の
個
人
の
信
念
は
集
合
的
に
魁
會
其
自
身
の

信
念
と
云
ふ
こ
と
が
出
凝
る
。
叉
戦
捷
の
所
薦
に
從
事
す
る
も
の
が
、
π
と
ひ
祭
司
の
階
級
に
限

ら
れ
或
は
君
主
一
人
が
之
を
行
ふ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
國
家
の
利
害
の
早
め
に
國
家
を
代
表
し
て

修
す
る
所
薦
で
あ
る
か
ら
、
亦
之
を
以
て
國
家
母
膚
身
の
宗
敏
的
活
動
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
綴
。

　
要
す
る
に
甦
母
野
膚
身
の
宗
敢
と
い
っ
て
も
、
實
は
佃
人
の
集
合
の
外
に
就
會
は
存
在
し
な
い

の
で
あ
る
か
ら
、
其
信
念
を
意
識
し
行
事
を
螢
む
野
際
上
の
主
膿
は
扇
部
叉
は
全
部
の
個
人
に
外

な
ら
な
い
が
、
唯
そ
れ
が
就
會
の
慾
求
、
利
率
、
叉
は
理
想
を
墓
礎
と
し
て
、
集
合
的
に
一
個
の
全
艦
と

し
て
意
識
し
實
下
せ
ら
れ
る
織
に
於
て
、
輩
な
る
個
人
的
宗
敏
の
集
合
や
協
同
と
は
異
る
の
で
あ

る
。
故
に
此
意
昧
に
総
て
の
証
會
的
宗
敏
の
成
立
す
る
條
件
と
し
て
は
、
馬
匹
に
其
宗
敏
的
慾
望

理
想
の
内
容
が
個
人
的
慾
望
で
な
く
し
て
、
隔
番
全
野
の
利
害
に
轟
轟
し
、
而
竜
之
を
一
個
の
慾
望

と
し
て
考
へ
た
肚
會
的
慾
望
で
な
け
れ
ば
な
ら
綴
。
即
ち
そ
れ
は
軍
に
個
人
の
利
害
と
し
て
考
，

へ
ら
れ
π
病
氣
李
癒
、
野
蚕
安
穏
若
く
は
道
徳
的
向
上
等
で
は
な
く
し
て
、
癒
會
全
膣
に
關
係
し
且

つ
全
膣
と
し
．
て
一
個
の
利
害
問
題
を
成
す
所
の
、
職
捷
、
豊
饒
、
疫
瘤
退
散
、
天
災
鎭
静
等
の
慾
望
で
な

け
れ
ば
な
ら
訟
。
從
っ
て
叉
枇
會
的
宗
教
に
於
け
る
宗
敏
的
難
解
の
債
値
は
必
ず
就
會
的
寛
徳

拠
る
乙
と
を
要
す
る
か
ら
、
其
暴
露
と
し
て
認
め
ら
れ
る
竜
の
は
常
に
祉
會
全
禮
に
幸
し
若
く
は
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災
ひ
す
る
氏
紳
、
早
馬
紳
、
疫
紳
、
風
雨
憩
等
で
あ
る
。
そ
れ
で
若
し
之
に
反
し
て
宗
敏
的
慾
望
の
内

容
及
び
野
象
の
野
営
が
輩
に
個
人
の
利
害
に
關
係
ず
る
竜
の
と
し
て
考
へ
ら
れ
た
時
は
、
π
と
ひ

各
人
が
同
一
の
慾
望
を
以
て
同
一
の
…
封
象
に
上
し
て
、
同
時
に
同
一
の
儀
禮
を
修
し
て
も
．
そ
れ
は

唯
平
入
的
宗
教
の
集
合
に
麺
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
，
全
学
と
し
て
一
の
杜
會
的
宗
教
と
は
な
ら
な
．

い
。　

固
よ
う
所
謂
華
燭
的
利
害
な
る
も
の
も
實
二
上
は
多
歎
個
人
の
利
害
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ

る
，
か
ら
、
人
が
そ
れ
を
軍
に
自
己
に
の
み
關
兆
す
る
竜
の
と
し
、
自
己
の
上
に
の
み
顧
み
る
時
は
、
そ

れ
は
純
粋
の
個
人
的
利
害
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
豊
饒
、
疫
病
等
は
時
と
し
て
は
輩
な
る
掴
人
的
慾

望
の
目
的
で
あ
う
、
氏
聯
や
國
紳
竜
人
に
よ
っ
て
は
喉
の
個
人
的
守
護
紳
と
な
る
の
・
で
あ
る
。
然

し
若
し
之
等
の
債
値
や
利
害
も
之
を
祉
會
の
全
町
叉
は
多
数
に
關
帯
す
る
竜
の
と
し
て
、
且
つ
之

を
就
會
的
利
害
と
し
て
’
統
一
的
に
意
識
す
る
時
に
は
、
そ
れ
は
即
ち
肚
神
的
債
値
と
な
っ
て
現
は

れ
る
の
で
あ
9
て
、
乙
㌧
に
所
謂
趾
難
事
利
害
と
は
師
ち
多
藪
の
個
人
で
な
く
一
個
全
層
と
し
て

の
肚
會
に
統
一
的
に
關
卜
せ
し
め
π
利
害
の
観
念
に
外
な
ち
な
い
。
ζ
の
意
味
に
於
て
鮭
會
的

利
害
は
事
馬
上
必
ず
し
竜
祉
會
の
全
部
叉
は
多
数
の
輿
入
に
糊
す
る
竜
の
で
な
く
て
も
差
支
な

い
の
で
あ
っ
て
、
直
接
に
は
あ
る
少
数
、
罪
は
唯
一
の
個
人
に
開
平
ず
る
利
害
で
竜
、
若
し
そ
れ
が
全

　
　
　
　
ぬ
準
教
の
瓢
會
的
蓑
魏
に
就
い
て
　

『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
蕊
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膿
と
し
て
考
へ
ら
れ
た
就
會
に
關
係
す
る
竜
の
と
し
て
考
へ
ち
れ
る
時
は
．
そ
れ
は
亦
一
の
融
會

的
利
害
で
あ
る
。
例
令
ば
君
主
、
家
長
其
他
團
禮
の
代
表
者
や
有
力
者
の
利
害
は
多
く
の
場
合
皆

就
會
的
利
害
と
な
る
竜
の
で
あ
っ
て
、
從
っ
て
君
主
の
病
氣
李
癒
を
語
る
が
如
き
は
勲
記
に
於
て

は
醗
會
的
宗
教
を
な
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

　
皮
紐
的
宗
教
成
立
の
第
二
の
條
件
は
就
會
の
全
部
が
直
接
語
序
に
同
一
の
理
想
信
念
を
意
識

し
、
同
一
の
行
事
を
行
ふ
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
だ
と
ひ
其
理
想
や
慾
望
が
魁
會
的
の
竜
の
で
あ
っ

て
竜
、
叉
共
鋼
象
が
肚
裏
的
債
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
竜
、
若
し
之
を
意
識
し
實
行
ず
る
竜
の

が
一
部
分
の
個
人
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
結
局
魁
魯
の
爲
あ
に
す
る
個
人
の
宗
敏
で
あ
っ
て
肚

會
の
宗
敏
で
は
な
い
。
例
令
へ
ば
一
農
夫
が
村
の
爲
め
に
豊
饒
を
煎
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
唯
彼

一
人
の
五
感
の
爲
め
で
は
な
い
が
、
し
か
竜
省
慮
一
人
の
利
他
的
宗
敏
と
い
ふ
の
み
で
あ
っ
て
、
村

の
宗
敏
で
は
な
い
。
同
様
に
し
て
惚
面
者
が
愚
民
の
直
感
を
所
つ
℃
竜
、
又
家
人
の
一
人
が
私
か

に
家
蓮
の
長
久
を
願
っ
て
竜
、
皆
之
れ
國
の
爲
め
家
の
爲
め
に
す
る
個
人
の
宗
敏
で
あ
っ
て
、
さ
ら

に
叉
．
國
民
の
多
撒
が
鴛
主
の
病
歴
義
心
を
講
ひ
、
幾
多
の
寺
院
に
煮
て
載
捷
の
所
薦
が
行
は
れ
て

竜
．
街
そ
れ
は
杜
會
の
宗
敏
と
は
云
は
れ
な
い
。
故
に
そ
れ
が
眞
に
肚
會
の
宗
敏
で
あ
る
爲
め
に

は
必
ず
直
宮
の
全
員
が
何
等
か
の
形
式
に
於
て
之
を
意
識
し
、
乱
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
固
よ
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ウ
事
實
上
こ
れ
を
意
識
す
る
竜
の
は
必
ず
し
も
祉
會
の
全
員
で
は
叡
く
し
て
、
一
部
土
工
の
墨
入

で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
殊
に
其
行
事
を
行
ふ
竜
の
は
少
数
の
個
人
、
或
は
時
と
し
f
唯
一
人
で
あ

る
こ
と
も
あ
る
が
、
し
か
竜
野
揚
玉
そ
の
少
数
の
思
入
は
侮
言
か
の
形
に
於
て
肚
會
全
員
を
代
表

し
て
占
う
直
接
至
れ
に
輿
ら
な
い
も
の
は
此
代
表
者
に
よ
っ
て
間
接
に
其
意
志
を
予
行
し
て
居

る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
實
質
に
於
て
全
員
が
輿
は
つ
て
居
る
と
同
様
で
あ
っ
て
．
そ
こ
に
肚
會
の
宗
敏

は
存
在
す
る
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
滋
。
此
意
味
に
於
て
上
家
的
祭
司
の
行
ふ
儀
式
や
鱈
主
が

國
の
望
め
に
身
を
以
て
所
る
が
如
き
は
、
そ
れ
が
適
當
に
國
民
の
意
志
を
代
表
し
て
居
る
以
上
、
亦

噌
の
就
魯
的
宗
敏
と
見
な
け
れ
ば
な
．
ら
諏
。
煮
れ
に
し
て
竜
耐
會
の
宗
敏
的
活
動
に
は
其
全
員

若
く
は
之
を
代
表
す
る
に
足
る
竜
の
が
直
接
、
間
接
に
之
れ
に
二
二
し
な
け
れ
ば
な
ら
滋
。

　
然
し
街
ほ
一
つ
二
二
的
宗
敏
成
立
の
芸
文
と
し
て
．
此
等
直
接
間
接
に
之
に
關
記
す
る
個
人
に

於
て
統
合
の
意
識
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
少
く
と
も
就
学
の
全
員
を
代
表
し
て

直
接
そ
れ
を
意
識
し
實
行
ず
る
人
々
は
、
其
続
合
彼
等
は
唯
個
々
別
々
に
同
一
の
信
念
を
抱
き
同

桶
の
二
四
を
爲
す
の
で
は
な
く
し
て
、
彼
等
の
宗
教
的
意
識
や
態
度
は
全
腱
と
し
て
一
個
の
宗
敏

的
活
動
を
成
し
て
謡
う
之
に
封
し
て
彼
等
各
自
の
経
験
や
行
詰
は
軍
に
共
一
部
分
を
分
擢
す
る

に
過
ぎ
な
い
乙
と
を
意
識
し
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
滋
。
故
に
π
と
ひ
直
接
此
宗
敏
的
活
動
に
輿

　
　
　
　
宗
…
教
の
魔
愈
ご
駒
衷
現
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
五
　
　
鵬
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か
る
隠
々
の
宗
敏
的
経
験
や
行
爲
が
同
時
同
露
に
行
は
れ
な
い
で
も
、
叉
其
内
容
が
全
然
同
一
で

な
く
て
も
、
そ
れ
が
相
撃
っ
て
一
個
の
宗
敏
的
活
動
を
成
す
も
の
と
考
へ
ら
れ
舟
揚
合
に
は
、
そ
れ

は
全
層
と
し
て
一
の
就
會
的
宗
敏
を
成
す
も
の
と
云
ふ
乙
と
が
出
則
る
。
此
意
隊
に
予
て
戸
々

甥
々
に
雨
を
，
所
ウ
豊
作
を
威
謝
し
て
竜
、
叉
各
人
に
於
て
儀
禮
の
相
異
9
π
部
分
を
分
捲
し
て
竜
、

そ
れ
は
多
く
の
揚
合
に
一
の
就
會
的
宗
教
π
ウ
得
る
の
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
若
し
賭
統
合
的

に
一
群
で
あ
る
と
い
ふ
意
識
が
な
か
つ
π
な
ら
ば
、
π
と
ひ
鮭
會
の
全
員
が
同
一
の
信
念
慾
望
を

有
し
同
一
の
行
事
を
同
時
同
慮
に
行
っ
て
も
、
そ
れ
は
唯
各
個
人
の
宗
敏
が
多
数
に
集
合
し
た
に

過
ぎ
な
い
。
例
令
ば
全
國
民
が
同
時
に
外
燈
の
李
癒
を
所
願
し
て
竜
、
そ
れ
が
全
膣
と
し
て
統
合

的
に
一
個
の
宗
敏
を
成
す
懲
の
と
し
て
行
は
れ
π
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
鼠
舞
佃
人
の
所
う
が

枇
會
の
全
禮
に
互
っ
て
行
は
れ
た
と
い
ふ
の
み
で
あ
っ
て
．
未
だ
一
の
國
家
の
宗
敏
と
は
な
ら
な
、

い
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
合
同
的
統
一
的
の
母
野
的
宗
教
が
或
る
少
数
の
代
表
者
に
よ
つ
て
経

験
せ
ら
れ
實
行
せ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
其
他
の
人
々
は
直
接
之
に
興
ら
な
い
か
ち
、
從
っ
て
亦
此
統

合
の
意
識
を
竜
有
し
な
い
の
を
常
と
す
る
が
、
然
し
此
息
合
に
於
て
竜
其
代
表
者
の
方
で
は
、
若
，
し

之
を
全
員
に
周
知
せ
し
め
差
ら
、
や
が
て
統
合
の
意
識
を
竜
生
ず
べ
き
こ
と
を
豫
糊
し
て
之
に
事

事
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
叉
全
員
の
統
合
の
意
志
は
問
接
に
表
現
さ
れ
て
居
る
の
で

誘



あ
る
。
故
に
事
實
上
其
統
合
の
意
識
が
全
員
に
存
す
る
と
又
一
部
の
代
表
者
に
の
み
存
す
る
と

に
論
な
く
、
其
實
行
は
む
し
ろ
同
蒔
同
感
に
集
っ
て
共
同
的
儀
禮
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
蒔
と
慮
を

隔
て
＼
其
癖
に
統
合
の
意
識
が
存
在
し
、
珊
々
に
其
事
行
を
見
る
こ
と
は
極
め
て
起
れ
で
あ
る
。

食
れ
帥
ち
魁
會
的
宗
敏
が
殆
ん
ど
常
に
集
團
的
儀
禮
と
な
っ
て
現
は
れ
る
斯
以
で
あ
つ
で
、
た
と

ひ
共
主
要
部
分
は
之
を
少
数
の
代
表
者
に
委
す
に
し
て
も
、
其
仙
の
個
人
も
何
等
か
の
地
位
を
取

っ
て
之
に
滲
輿
し
、
其
統
合
の
意
識
の
あ
る
と
と
表
示
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
多
く
の
便
宜
的
儀

禮
．
に
於
て
は
祭
司
や
厨
役
者
の
外
に
聴
衆
や
傍
観
者
談
叢
重
要
な
る
意
味
を
持
っ
て
居
る
の
で

あ
る
。
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か
く
の
如
く
し
て
扁
の
融
會
的
宗
敏
が
成
立
す
る
の
に
、
其
成
立
の
地
盤
と
し
て
叉
こ
の
活
動

の
歯
並
と
し
て
、
普
通
に
は
象
る
既
成
の
魅
會
團
艦
．
の
存
在
が
豫
想
さ
れ
て
居
る
。
蓋
し
肚
會
的

宗
敏
の
動
機
は
或
る
翻
心
的
慾
望
理
想
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
肚
會
麗
麗
の
利
害
に
關
係
す
べ
き
竜

の
で
あ
る
か
ら
、
か
、
る
利
害
の
観
念
や
慾
望
は
、
其
利
害
の
及
ぶ
べ
き
翻
意
團
腱
が
す
で
に
何
等

が
の
形
に
於
て
存
在
し
な
け
れ
ば
生
じ
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
從
っ
て
寛
仁
に
基
く
脇
起
的
宗
敏

　
　
　
　
冶
ぶ
十
一
の
一
甦
愈
的
｛
設
現
に
鼎
伽
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　

・
　
　
　
　
　
　
　

竃
二
七
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糀
悟
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
意
味
に
於
て
祉
會
的
漏
穴
成
立
の
地
盤
と
な
互
又
質
活

　
動
の
主
宰
と
な
る
べ
き
二
五
は
、
第
一
に
は
家
族
、
部
族
、
國
家
、
地
方
等
の
民
族
的
就
會
で
あ
る
。
固

　
よ
り
家
族
や
國
家
は
時
と
し
て
其
寄
身
の
祉
會
的
宗
敏
を
有
し
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
、
動
竜
す
れ

　
ば
其
内
部
に
在
る
個
入
的
宗
敏
の
協
同
運
動
す
ら
之
を
家
族
叉
は
國
家
の
登
膣
と
し
て
現
は
さ

　
な
い
こ
と
が
あ
る
。
特
に
地
方
的
團
．
膿
の
如
き
は
む
し
ろ
か
く
の
如
き
就
會
的
宗
敏
を
有
し
な

　
い
請
合
が
屡
々
あ
る
。
然
し
一
面
か
ら
考
察
す
る
と
此
等
の
民
族
的
祇
會
は
皆
一
の
所
謂
統
合

　
的
証
會
と
し
て
、
個
人
生
活
の
各
方
面
の
魁
會
化
に
計
る
の
で
あ
る
か
ら
、
若
し
そ
之
に
・
皇
孫
的
野

　
敏
の
動
機
π
る
。
へ
き
重
大
な
る
…
耽
會
的
利
害
の
問
題
が
登
生
す
る
時
は
、
各
個
人
の
問
に
大
無
上

　
信
念
の
一
致
が
存
在
す
る
限
ウ
、
そ
乙
に
其
自
身
の
鼻
面
的
宗
敏
を
登
生
す
る
。
而
し
て
た
と
ひ

　
李
’
常
無
事
の
際
か
ら
織
上
的
に
就
會
的
宗
敏
活
動
を
螢
懐
な
い
な
で
竜
、
あ
る
就
會
的
危
機
若
く

　
は
重
大
な
る
就
會
心
慮
書
が
生
じ
π
時
に
は
、
一
時
的
に
属
せ
よ
其
自
身
の
宗
教
的
活
動
を
生
じ
、

　
叉
そ
れ
に
俘
っ
て
多
少
永
績
的
に
何
等
か
の
宗
敏
的
活
動
若
く
は
態
度
を
保
持
す
る
や
う
に
な

　
る
。
即
ち
近
代
的
家
庭
に
於
て
は
各
人
が
何
等
自
己
の
宗
教
を
竜
有
せ
ず
、
叉
租
先
の
祭
祀
共
他

　
何
等
か
家
族
血
膿
と
し
て
の
宗
教
を
竜
有
し
な
い
こ
と
は
少
く
な
い
が
、
し
か
も
或
は
家
族
と
し

　
て
特
に
紀
念
す
べ
き
時
期
が
漸
う
、
或
は
病
人
が
相
次
ぐ
な
ど
家
族
的
の
大
事
が
生
ず
る
に
至
つ



印
～
薯
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て
、
動
も
す
れ
ば
家
族
と
し
て
の
宗
敏
暮
雪
禮
を
．
行
ひ
、
全
員
駆
れ
が
爲
に
所
願
す
る
等
の
事
實
は

屡
々
見
る
所
で
あ
る
。
叉
現
今
の
我
國
の
如
き
李
常
は
表
面
上
に
何
等
國
家
の
宗
敏
な
る
竜
の

を
有
し
な
い
や
う
で
あ
る
が
、
し
か
も
戦
璽
其
他
の
國
家
的
危
機
に
期
す
る
と
、
葛
家
の
名
に
於
て

種
々
の
宗
敏
的
祭
儀
が
行
は
れ
る
。
同
様
に
し
て
都
市
圏
膿
の
如
き
竜
多
く
は
一
定
の
職
會
的

宗
敏
を
認
め
て
居
な
い
が
、
こ
れ
亦
時
と
し
て
は
都
市
全
膿
と
し
て
の
宗
敏
的
態
度
を
示
す
こ
と

が
あ
る
。
恐
ら
く
如
何
に
近
代
的
な
都
市
で
も
、
相
乗
く
天
災
や
敵
軍
の
包
國
等
に
會
し
た
な
ら

ば
、
必
ず
や
其
都
市
と
し
て
の
宗
敏
を
登
生
す
べ
き
こ
と
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。
重
ん
や
原

始
的
な
家
族
部
族
に
至
っ
て
は
、
常
に
常
習
身
の
鮭
會
的
宗
敏
を
有
す
る
こ
と
は
普
編
的
の
事
實

で
あ
っ
て
、
多
く
は
そ
の
宗
教
的
活
動
を
以
て
其
祉
會
的
機
能
の
最
竜
璽
要
な
る
竜
の
と
し
、
之
を

以
て
他
の
一
切
の
肚
會
的
生
活
の
統
一
的
要
素
と
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
肚
會
的
宗
敏
の
主
膣
と
し
て
の
肚
會
浮
野
は
、
敏
會
、
宗
涙
、
講
激
等
の
特
殊
的
宗
敏
團
膣

で
あ
る
。
帥
ち
之
等
の
團
膿
は
本
來
宗
敏
を
目
的
と
し
て
成
立
し
踊
躍
膿
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が

全
膿
と
し
て
の
活
動
竜
直
接
間
接
に
宗
敏
と
關
降
す
る
こ
と
勿
論
で
あ
ウ
、
且
つ
そ
れ
は
本
來
各

人
の
宗
激
的
類
似
を
基
礎
と
し
て
成
立
し
た
團
膿
と
し
て
、
各
人
の
信
念
行
事
は
殆
ん
ど
同
一
で

あ
る
の
み
な
ら
ず
、
多
く
は
唯
一
の
宗
敏
的
封
象
に
向
っ
て
各
人
は
協
同
的
に
其
宗
敏
的
態
度
を

　
　
　
　
　
轡

　
　
　
　
み
ホ
剛
荻
の
酔
脚
愈
口
的
庶
旗
現
に
欝
脚
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
＼
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集
中
し
て
居
る
。
故
に
若
し
そ
こ
に
何
等
か
全
員
の
利
害
に
關
係
す
る
共
蓮
的
動
機
が
登
生
す

る
な
ら
ば
、
忽
ち
に
し
て
團
膿
が
全
朧
と
し
て
の
肚
會
的
宗
敏
を
生
ず
る
こ
と
は
極
め
て
容
易
で

あ
る
。
云
ふ
ま
で
竜
な
く
此
等
の
宗
敏
的
團
髄
は
必
ず
し
竜
其
就
會
的
宗
敏
を
螢
む
爲
め
に
成

立
し
禿
竜
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
唯
各
人
の
個
人
的
宗
敏
の
協
同
を
目
的
と
し
て
成
立
し
π
竜
の

で
あ
る
こ
と
は
、
翫
に
詳
述
し
差
蓮
う
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
盆
踊
協
同
す
べ
き
各
人
の
心
入
蘭
宗

敏
は
面
心
問
に
杢
膿
と
し
て
の
類
似
が
あ
る
か
ら
、
其
慾
望
理
想
が
全
膿
と
し
て
一
の
説
會
的
動

機
と
し
て
結
合
す
る
な
ら
ば
、
各
人
の
閥
に
容
易
に
統
合
の
意
識
を
生
ず
る
の
で
あ
っ
て
．
從
っ
て

そ
れ
は
面
一
の
祇
會
的
宗
敏
と
な
っ
て
家
る
。
故
に
か
㌧
る
團
禮
に
於
て
の
輩
な
る
個
人
「
的
宗

敏
の
協
同
は
容
易
に
一
の
就
會
的
宗
敏
と
縛
化
す
る
の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
事
實
の
上
で
は
或
る

宗
敏
的
協
同
活
動
が
、
果
し
て
軍
な
る
個
人
的
宗
敏
の
澄
面
的
協
同
で
あ
る
か
、
將
叉
全
膣
と
し
て

一
の
魁
會
的
宗
敏
を
成
す
竜
の
で
あ
る
か
は
、
之
を
識
別
す
る
こ
と
甚
だ
困
難
で
あ
る
。
故
に
本

來
個
人
的
宗
敏
の
協
同
の
爲
あ
に
成
立
し
だ
此
等
の
特
殊
宗
敏
細
心
は
、
輩
な
る
個
人
的
宗
敏
の

肚
會
結
合
．
と
同
疇
に
、
叉
一
個
の
廟
議
的
宗
敏
を
有
し
、
駄
會
的
宗
敏
の
主
膿
と
し
て
働
く
こ
と
が

多
い
の
で
あ
る
。
例
令
は
各
人
が
罪
の
救
濟
を
求
あ
る
宗
敏
が
証
砂
色
に
結
合
き
れ
て
一
の
敏

會
を
成
し
π
と
し
て
竜
、
そ
れ
は
叉
時
と
し
て
垂
下
全
膿
と
し
て
全
員
の
玉
容
を
点
る
一
の
魁
會
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的
宗
敏
と
竜
な
る
べ
く
、
又
一
の
宗
派
に
在
ウ
て
各
人
が
自
涙
の
隆
盛
を
願
ふ
心
か
ら
、
血
涙
出
門

と
し
て
之
を
所
願
す
る
團
膣
の
宗
敏
が
生
ず
る
で
の
あ
る
。
心
外
疫
病
、
飢
館
、
豊
作
、
職
下
等
の
世

間
的
な
動
機
で
も
そ
れ
が
宗
敏
團
膿
の
全
員
に
共
通
な
利
害
と
し
て
．
↓
の
肚
會
的
動
機
と
し
て
、

結
合
さ
れ
る
時
に
は
輩
に
各
人
が
集
う
て
協
同
的
に
其
個
人
的
宗
敏
を
管
、
む
と
い
ふ
よ
り
以
上

に
、
荷
敏
會
や
血
涙
の
名
に
於
て
螢
む
、
糠
南
と
し
て
の
鮭
面
的
宗
敏
が
成
立
す
る
の
で
あ
ム
。

　
腰
強
外
に
甦
會
的
宗
敏
活
動
の
地
盤
と
し
て
、
宗
敏
以
外
の
目
的
を
有
す
る
瞥
殊
的
團
膣
を
墨

げ
る
≧
と
が
出
超
、
叉
特
に
肚
會
的
宗
敏
活
動
の
慰
め
に
成
立
す
る
特
殊
醐
膣
の
襲
生
湯
絶
無
で

は
な
い
。
而
て
之
等
は
理
論
的
に
は
上
に
述
べ
だ
民
族
白
面
會
ゐ
、
特
殊
宗
教
團
膿
と
多
少
琶
別

し
て
論
ず
る
必
要
竜
あ
る
が
、
然
し
そ
れ
は
事
實
に
於
て
瞭
う
顯
著
な
る
活
動
を
見
な
い
か
ら
、
且

く
之
に
關
す
る
記
述
は
省
い
て
置
く
。

　
要
す
る
に
最
初
か
ら
の
所
読
を
一
言
に
し
て
云
ふ
と
、
宗
敏
の
就
會
的
表
現
に
は
二
種
の
形
式

、
が
あ
る
。
　
一
は
滞
る
個
人
的
慾
望
を
動
機
と
す
る
個
人
的
宗
教
活
動
が
、
其
性
質
上
の
類
似
の
爲

め
に
肚
會
的
に
結
合
さ
れ
て
何
等
か
の
團
鰹
的
組
織
を
成
す
竜
の
て
あ
っ
て
、
他
の
一
つ
は
本
來

一
の
肚
會
が
憂
膿
と
し
て
要
求
す
る
所
の
証
愚
計
慾
望
を
動
機
と
し
て
、
下
面
其
自
身
が
食
む
新

の
宗
青
髭
活
動
で
あ
る
。
而
し
て
之
等
の
宗
敏
の
励
會
的
活
動
の
地
盤
又
は
二
割
と
し
て
の
魅

　
　
、
　
　
宗
教
の
祉
會
的
表
現
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
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會
團
膿
は
、
大
型
上
之
を
一
般
の
民
族
的
野
會
團
膿
と
特
殊
的
宗
敏
團
膿
と
に
匪
興
す
る
な
ら
ば
、

前
者
に
於
て
は
嚴
密
な
る
意
昧
の
翌
翌
的
宗
敏
帥
ち
就
會
自
身
の
宗
敏
が
著
し
く
現
は
れ
、
後
者

は
主
と
し
て
個
入
質
宗
敏
の
唐
突
的
協
同
の
爲
め
に
成
立
し
て
居
る
が
、
し
か
も
剛
者
に
は
共
に

宗
敏
の
魁
會
的
表
現
の
二
形
式
が
現
は
れ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
其
等
の
三
絶
團
膿
の
宗
敏
的
活

動
を
考
察
す
る
に
は
明
に
此
二
種
の
形
式
を
甚
憂
し
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
滋
。
　
多
く
の
聖
者
は

彼
等
が
魅
會
現
象
と
し
て
の
宗
敏
と
か
、
叉
薩
會
的
宗
敏
と
か
云
ふ
揚
合
に
殆
ん
ど
此
匿
別
を
認

あ
て
居
な
い
様
で
あ
る
が
、
事
實
に
於
て
為
業
的
宗
敏
と
し
て
の
ト
テ
．
ミ
ズ
ム
と
個
入
的
解
脱
群

雲
を
本
位
と
す
る
敏
銀
雪
膣
と
は
、
其
就
會
的
團
結
の
性
質
に
大
な
る
差
異
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
叉
其
等
を
共
に
宗
敏
の
麿
會
的
表
現
と
し
て
見
る
揚
合
に
は
、
何
れ
も
之
を
個
．
人
的
宗
敏

の
複
合
膿
と
し
て
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
前
者
は
掴
人
的
「
宗
敏
活
動
の
有

機
的
複
合
と
し
て
、
個
人
的
宗
敏
の
比
論
を
以
て
読
明
せ
る
る
き
更
ら
に
複
雑
な
る
一
叢
膿
を
威

し
て
居
ウ
、
之
に
甥
し
て
後
者
は
箪
に
個
人
的
宗
敏
の
集
合
と
し
て
、
其
間
に
多
少
の
社
會
的
相
互

關
係
を
保
っ
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
（
完
〉

’


